
【中学校 数学】 

全国学力・学習状況調査 今治市の各教科調査結果の特徴 

１ 平均正答率等について 

  本市の中学校数学の正答率は 56％で、全国の平均正答率及び県の平均正答率と比べ▼1.0％それぞれ下回り

ました。「数と式」の平均正答率は 68.0％（全国 67.8％、県 68.4％）と全国平均より△0.2％上回っているも

のの、県平均より▼0.4％下回っています。「データの活用」の平均正答率は 54.7％（全国 53.5％、県 54.3％）

と全国平均より△1.2％上回り、県平均より△0.4％上回っています。「図形」の平均正答率は 46.5％（全国 48.7％、

県 46.5％）と全国平均より▼2.2％下回り、県平均と同じとなっています。 

 

２ 特徴が見られた問題 

２（同類項の意味を理解しているかどうかをみる問題） 

本市の平均正答率は 74.3％で、全国の平均正答率

（70.5％）と比べ△3.8％、県の平均正答率（71.6％）と比

べ△2.7％上回りました。同類項の意味をよく理解すること

ができていると考えられます。 

８（２）（道筋を立てて考え、証明することができるかどうかをみる問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正答】（例） 

 仮定より、   ＡＢ＝ＡＰ・・・・① ＯＢ＝ＯＰ・・・・② 

 共通な辺だから、ＯＡ＝ＯＡ・・・・③ 

 ①、②、③より、３組の辺がそれぞれ等しいから、  △ＡＯＢ＝△ＡＯＰ 

本市の平均正答率は、42.2％で全国の平均正答率（46.1％）と比べ、▼3.9％、県の平均正答率（43.6％）と比 

べ、▼1.4％を下回りました。図形の性質（合同・相似など）を利用して「結論に至る根拠の組み立て（構想）」

を立てることや、それを数学的な言葉や記号を用いて論理的に文章化することに課題があります。 

 

３ これからの学習に当たって 

 「データの活用」領域が全国平均を上回った背景には、単なる「用語や計算（平均値・中央値・箱ひげ図など

の算出）の暗記」にとどまらず、「実社会の課題解決や他教科と結びついた探究的なデータ分析活動」を日常的に

積み重ねてきたことが大きいと考えられます。 

 「図形」の証明については、「条件・根拠・結論」という記述の型を活用した段階的な指導が必要であると考え

られます。自身の解答を「加筆・修正」する学習を定着させ、自律的に思考を修正する場面設定をする必要があ

ります。また、グループで議論しながらフローチャートを作る活動も効果的であると考えられます。 

下の式で、７xの同類項をすべて書きなさい。 

７x+９-５x+７x2+２x  【正答】-５xと２x 


